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 島崎藤村の詩「椰子の実」を再現しようと、石

垣島から黒潮に乗せてやしの実を流す「愛のココ

ナッツメッセージPart34」（渥美半島観光ビュー

ロー主催）を7月15日、石垣島沖合で行いまし

た。毎年、愛知県田原市から関係者やツアー客ら

約40人が来島していましたが、新型コロナウイ

ルスの影響で石垣島の関係者のみの参加となりま

した。 

 関係者やミス八重山らは、フェリーで石垣島か

ら西に約35㌔の洋上へ移動し「伊良湖岬の恋

路ヶ浜に届け!」と願いを込めて、54個のやしの

実を海へ投流しました。 

 第42代ミス八重山星の砂・杉本優美さんは

「やしの実が目的地に到着する事を願って流しま

した」と投流に思いを込めました。 

 同取り組みは「名も知らぬ遠き島より流れ寄る椰子の実一つ・・・」と始ま

る詩、島崎藤村の叙情詩「椰子の実」の「名も知らぬ遠き島」を石垣島に見立

ててやしの実を流すもので、今年で34回目。詩の舞台である愛知県田原市と

石垣市の交流を目的に昭和63年より毎年実施されており、これまで合計約

3700個のやしの実が石垣島から投流され、そのうち4個が愛知県、その他は

北は山形、南は鹿児島に流れ着いていますが、恋路ヶ浜への漂流はまだありま

せん。やしの実には個別の識別プレートが取り付けられており、流したやしの

実が鹿児島県以北で発見された場合、主催者の渥美半島観光ビューローが発見

者と投入者の数組を詩の舞台である愛知県田原市の伊良湖岬へ招待し、対面交

流会が行われます。 
 

 7月14日、7月15日 石垣島天文台の花山様が、同天文台から年に数回しか観測チャンスがないといわれ

ているグリーンフラッシュの観測に成功し、写真を提供頂きました。 

 グリーンフラッシュとは、日の出、日の入のわずかな時間に緑色の光が見える現象です。水平線付近が晴

れて空気が澄んだ状態の時に発生する大変珍しい現象で、見ることができた人は幸運と言えるかもしれませ

ん。  

 石垣島天文台のホームページにも情報が掲載されております。下記のURLを参照

ください。 

 https://murikabushi.jp/?page_id=2370  

画像提供：国立天文台  
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【新入会員】  0 件     

【退会会員】  2 件    タイムズカーレンタル石垣島店（レンタカー） 

          アイランド＠ishigaki(素泊まり） 

【会 員 情 報】令和3年7月30日現在（305会員） 

令和3年 石垣市観光入域者数推計表 

 政府では、夏季期間中に羽田空港等から沖縄県内の空港（県内離島への直行便を含む）へ向かう便の  

搭乗者に対し、無料のPCR検査・抗原定量検査を実施しています。  

■対象路線 羽田、成田、伊丹、関西、福岡空港から北海道・沖縄県内の空港へ向かう便  

■対象者 対象路線の搭乗者のうち希望される方  

■実施期間 7月20日〜8月31日搭乗分（7月15日予約開始）  

 

詳細は「搭乗前モニタリング検査 特設ページ 

（内閣官房新型コロナウイルス感染症対策推進室）」をご覧ください。  

https://corona.go.jp/passengers_monitoring/  

【お知らせ】本会ホームページへの情報掲載について 

 本会ホームページの会員企業 お知らせ・キャンペーン欄では、最長2か月間無料で皆様の

キャンペーンや新商品等の情報を掲載する事が出来ます。 

 掲載方法等、詳細につきましては、事務局までお問い合わせ下さい。 

「国連教育科学文化機関『ユネスコ』の諮問機関『国際自然保護連合（ＩＵＣ

Ｎ）』が、「奄美大島、徳之島、沖縄島北部および西表島」を世界自然遺産に登

録勧告していましたが、7月26日に正式に登録され、日本国内の世界自然遺産と

しては5例目となりました。 

 世界自然遺産に登録されるには、その地域の価値の独自性（どれだけ独自性が

あり、でユニークであるか）や十分な規模（ある程度の規模を持っていなければ

保護・保存が困難）、その場所の価値の保全・保護の担保（その場所の価値を保存し守っ

ていくための具体的な対策や計画が充実していること）などが基準として設けられています。 

  西表島は2018年にイリオモテヤマネコのロードキル問題等から、登録延期の勧告を受けていましたが 

申請への基準を満たしたことから、今年5月10日に登録勧告されていました。 

 令和3年6月の石垣市の入域観光客数は26,778人と推計される。

（対前年同月比108.2％・+2,033人）  

空路の観光客推計は、26,778人（対前年同月比108.2％・

+2,033人） 

 消費推計額は20.7億円（対前年同月比108.9％・+1.7億円） 

 海外からの入域は引き続き空路・海路（クルーズ船も含む） 

共に皆減。   

 沖縄県の緊急事態宣言の延長や、市の1日～15日の独自の非常

事態宣言など、特に県内の感染症まん延の状況を受 け、入域観光

客数も昨年のコロナ禍初期とおおむね同等の低水準となった。コロ

ナ禍前の2019年比では2割台（2019年6 月入域観光客数    

約13.3万人）という観光地として非常に厳しい状態が続いている。  

写真提供：竹富町観光協会 

西表島が世界自然遺産に登録される 


